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学術大会の年1回開催化」へ

会員各位

日本補綴歯科学会

会長 大山喬史

前略

会員の皆様には，日頃，本学会の運営にご協力

を賜り，感謝申し上げます．

平成15年4月の会長就任から，早くも1年が

経過しましたが，任期2年目の今年も，就任時に

掲げた6項目の「重点課題 ，⑴ 咀嚼機能と発語

機能の検査・評価法の保健導入に向けた提言，⑵

補綴診療におけるEvidenceBasedDentistryの

明示，⑶ 本学会の法人格取得・実現へ向けての

準備，⑷ グローバル化を踏まえた表彰制度の検

討，⑸ 東南アジア諸国との学会間交流の活性化，

⑹ 学会の年1回化に向けての準備の実現に努力

していく所存です．

さて，ご承知のごとく，本学会では，平成15

年秋の第110回大会時の総会におきまして， 社

団法人の取得」を議決し，その実現に向けて準備

を行っているところです．なお，この4月から

は，平成16年2月20日に開催されました理事会

決定に基づき，本学会事務局長として，前鳥取大

学事務局長 鈴木保典氏を迎え，(財)口腔保健協

会内に事務所を設置し，定款の策定をはじめ，法

人設立にかかわる諸々の作業を開始しております．

法人化に際しましては，まず「趣意書」と「定

款」の策定が必要になります．この作業を行うに

際し， 重点課題」の1つとして挙げました「学

術大会の年1回化」の議論を進める必要がありま

す．これに関しまして，前執行部からの方針を受

け， 学術大会年1回化ワーキンググループ（座

長：赤川安正 副会長)」を立ち上げ，平成15年

8月30日と12月22日に会議を開催し，基本原

則として，① 学会のアクティビティーを下げな

いこと，② 支部の独自性を確保すること，③ 生

涯学習公開セミナーの一層の充実を図ること，を

確認しております．また， 学術大会の年1回実

施」のためには，各支部の活動が重要となるた

め，平成15年8月30日と平成16年1月31日に

「支部長会（座長：野首孝祠 副会長)」を開催し，

① 総会時学術大会と支部学術大会の役割分担な

どを含む支部会のあり方について，② 支部学会

の開催時について，③ 支部学会開催にかかわる
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経費などを含む会計について，④ 支部学会の発

表内容と形式について，⑤ 認定医関連について，

議論が進められました．なお，支部学会での運

営，発表形式，当日会費などについては，今後，

さらに検討していく必要がありますが，皆様方の

お えを反映できる支部学会の開催が可能である

と確信しております．

そこで，来る5月に東京で開催されます「第

111回日本補綴歯科学会総会」におきまして，

学術大会の年1回開催化」を議決していただき，

あわせて法人化準備にかかわる諸事項の1つであ

る「本学会の解散および清算」に関する会則改正

をご承認いただきたいと思います．そして，この

議決を受けて，本年10月に横浜で開催されます

「第112回日本補綴歯科学会臨時総会」において，

「法人定款を議決」していただき，平成18年度か

ら年1回の学術大会を実施したいと思います．

前述の通り， 学術大会の年1回開催化」には，

議論すべき多くの問題がありますが，各関連委員

会が一致・協力して，検討し，対処していく所存

です．どうぞ皆様におかれましてはご理解くださ

いますようお願い申し上げます．

末筆になりましたが，会員各位のますますのご

健康とご活躍をお祈り申し上げます．

敬具

川 貴生理事の夭折を悼む

平成16年2月11日，川 貴生理事（北海道大

学大学院歯学研究科教授）がご逝去されました．

謹んでご冥福をお祈りいたします．

川 貴生 理事

〔略 歴〕

昭和23年3月5日 兵庫県豊岡市にて出生

昭和38年4月 兵庫県立豊岡高等学校入学

昭和42年6月 北海道大学歯学部歯学科入

学

昭和48年 3月 北海道大学歯学部歯学科

卒業

昭和48年 5月 北海道大学歯学部助手

昭和52年 4月 北海道大学歯学部附属病院

講師

昭和54年 4月 北海道大学歯学部講師

昭和56年 3月 歯学博士（北海道大学）

昭和56年12月 北海道大学歯学部助教授

平成元 年 9月

～11月

北海道大学歯学部教授（歯

科補綴学第一講座)

オレゴンヘルスサイエンス

大学，コロンビア大学，

UCLA（アメリカ合衆国)，

コペンハーゲン大学（デン

マーク)，イエテボリ大学

（スウェーデン)，ヴェルツ

ブルグ大学（ドイツ）に留

学

平成 7年 4月 北海道大学歯学部附属病院

長および北海道大学評議員

（平成11年3月まで）

平成12年 4月 北海道大学大学院歯学研究

科教授（口腔機能学講座有

床義歯補綴学分野）

平成13年 4月 北海道大学歯学部附属病院

長および北海道大学評議員

（平成15年9月まで）

平成15年10月 北海道大学病院副病院長

（平成16年1月まで）

〔学会関係〕

平成 3年 4月 日本補綴歯科学会評議員

平成 6年 4月 日本顎口腔機能学会評議員

平成 7年 8月 日本補綴歯科学会東北・北

海道支部学術大会大会長

平成10年 7月 歯科医師試験委員（平成14

年6月まで）

平成13年 4月 日本補綴歯科学会東北・北

海道支部長（平成15年3月

まで）

日本補綴歯科学会理事・教

育問題検討委員長（平成15

年3月まで）
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